
ES（ ）診断の新手法
～社員のわくわく感を引き出し組織活性化を図ろう～
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■社員の「働きがい」意識は変化している

最近実施した調査結果によれば，人材の採

用，育成，定着が企業にとって大きな経営課

題になっている。背景には社員の「働きがい」

に対する大きな意識変化がある。この新しい

変化に対応し，職場に「わくわく感」あふれ

る組織を作れば，黙っていても優秀な人材が

集う「人材の良循環構造」を作ることができ

る。そのために，新しい「働きがい」を十分

に反映した新型ES＝組織活性化診断を用い

て，客観的に組織活性化度を測定することを

提案したい。この組織活性化診断結果から，

有効な打ち手を実施した企業の事例紹介を行

っている。さらに，読者の方々が自ら所属さ

れる組織の活性化度を判定できる「簡易診断

ツール」も掲載した。
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従業員
満足度

Ⅰ人材活性化が大きな経営課題に
①人材の育成，流出に危機感
②黙っていても優秀な人材が集う会社

Ⅱ 人材活性化の変遷
①働くことの意味の変化
②動機付け要因も大きく変化
③近年のキーワード

Ⅲ ES調査で見るべきポイント
①従来のES（従業員満足度）の問題点
②新ES（組織活性化診断）の特徴
③ESはこの10項目で測定したい
④組織の強みを伸ばす視点
⑤統合会社に威力を発揮
⑥チェックッシートで自己採点

Ⅳ ESをいかに人材活性化に結びつ
けるか（事例研究）
①分析結果の事例とその意味
②ピンポイントで施策を打つ

Ⅴ 人材活性化の良循環構造を作ろう


